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１２月４日（木）服飾デザイン科の２年生が株式会社 艶金より講師をお迎えし、 

繊維業界の環境問題やＳＤＧｓに関する取組を学ぶ講習会を受講しました。 

講習会では、大量生産・大量廃棄の社会問題の解決策として注目されているアップ

サイクルなどファッション業界全体の取り組みを聞きました。また、艶金で行ってい

る「のこり染」についての取組について学びました。 

昨年度に続き、株式会社 艶金のアップサイクルブランド「リトリコ」のデザインを

担当することになりました。商品化に向け、デザインに取り組んでいくことが楽しみ

です。 

「商品を廃棄しない」という会

社の強い意思が SDGs に貢献し

ていると思いました。 

「受注生産」は廃棄する服を減

らすことにつながり、とても良

いと思いました。 

服を生産しても 50％は売れ残っ

て捨てられてしまうことに驚き

ました。廃棄される衣服を少し

でも減らすために、アップサイ

クルブランドは、とても良いと

思いました。私は将来、ファッシ

ョン業界で仕事をしたいので、

参考にしたいです。 
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